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様式第2号(第5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

 平成２８年度第２回久喜市男女共同参画審議会 

  １．開会 

事務局  皆さま、こんにちは。本日はご多忙の中、久喜市男女共同参画審議会

にご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。ただ今から、平成

２８年度第２回久喜市男女共同参画審議会を開催させていただきます。 

私は、本日の進行を務めさせていただきます、人権推進課長の渋谷と

申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

本日の進行につきましては、お手元に配布させていただいております

次第に従いまして、進めさせていただきたいと存じます。 

まず始めに、榎本会長からごあいさつを頂戴したいと存じます。 

よろしくお願いいたします。 

  ２．あいさつ 

榎本会長  皆さまこんにちは。梅雨の鬱陶しい季節、お忙しいところお越しいた

だきまして、誠にありがとうございます。 

本日の主な議題は、平成２８年度実施計画についてでございます。 

私が生活しておりますと、身近な場所で皆さんが男女共同参画につい

てどのように考えているのかを耳にいたします。このようなことがあり

ました。私が外の浴場に行った時のことです。お風呂で、女性２人が体

を拭きながら話していました。「私たちの時代は『母親が子どもを育てる』

ものであり、私たちはちゃんと育てたのに、今の人達はすぐ人に預けて、

あれで大丈夫なのでしょうか。」という会話を耳にしました。私よりちょ

っと若い世代の方々でした。その時、私は「まだそのように考える方々

がいらっしゃるのだな」と思いながら、次のような例を話しました。  

「私の甥の家族は遠い岡山から、サザエさんで有名な世田谷区の桜新町

に出てきたばかりで、パン職人をやっています。子どもが３人おりまし

て、当然夫婦２人で働かなければならなりません。しかし、世田谷区で

有名な、待機児童がいっぱいいる所にたまたま住み始めましたので、  

子どもを預けることができない。上の子は小学校ですが、下の子２人が

幼児です。甥の妻は仕方なく専業主婦でやっていますが、本当に気の毒

に思いました。」このことをお風呂にいた女性２人に話しまして、「子ど

もを預けて働きたいと思う人達に、東京でも待機児童の問題があって 

保育所になかなか入れない人もいますよ」ということを遠回しに話しま

した。すると、お２人はハッとされていました。 

私たちが審議会でこういう話をしておりますけれども、生活上でそう

いうことが起きた時に、私たちの思いを分かりやすく皆さまに伝えると

いう役割も感じた次第でございます。委員の皆さまも、生活の中で、  

そのようなことを体験されましたら、ぜひ具体例として審議会で教えて

いただければと思っております。 

今日はどうぞよろしくお願いいたします。 

一同 よろしくお願いします。 

事務局 ありがとうございました。 
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  ３．議題 

事務局  それでは、議事に入ります前に、本日の配布資料の確認をさせていた

だきます。 

 

【配布資料について説明】 

・次 第 

・資料１ 男女共同参画行動計画 平成２８年度実施計画 

・資料２ 男女共同参画推進月間事業報告 

・概要版 久喜市男女共同参画行動計画(第１次)女(ひと)と男(ひと) 

ともに輝く共生プラン 

 

以上４点でございます。資料はございますか。 

 

 では、次に審議会開催にあたりまして、定足数の関係でご報告させて

いただきます。久喜市男女共同参画を推進する条例第２１条第２項の 

規定により、審議会の会議は、委員の過半数の出席がなければ開くこと

ができない旨の規定がございます。 

本日は大塚副会長からご欠席の連絡をいただいております。また先程、

吉田委員より２０分から３０分ほど遅れるというご連絡をいただいて 

おります。従いまして出席委員は８名でございますので、定足数に達し

ておりますことをご報告させていただきます。 

また、本日の会議録の署名でございますが、名簿順で、坂庭委員と  

中村委員となっておりますので、よろしくお願いいたします。 

次に会議の議長の関係でございますけれど、会議は会長が召集し、  

その議長となるという規定がございます。従いまして、これからの会議

の進行につきましては、榎本会長にお願いしたいと存じます。議長に   

なっていただいて議事を進行していただければと思います。 

 また、会議録を作成する都合上、本日も会議の内容を録音させていた

だきます。ご了承いただきたく存じます。 

 それでは会長、よろしくお願いいたします。 

榎本会長  それではしばらくの間、議題の進行を務めさせていただきたく存じ 

ます。本日は大塚副会長がおられませんので、皆さまにご協力いただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

  議題(３)平成２７年度実施計画の推進状況調査報告について  

事務局  次第の順番は前後しますが、第１回の審議会での質問につきまして、

議題(３)「平成２７年度実施計画の推進状況調査報告について」を   

ご報告させていただきたく存じます。 

榎本会長  次第の順番を入れ替えて、先に前回の審議会の質問への回答を持って

くるということですね。 

よろしくお願いいたします。 

事務局  前回の審議会にてご質問いただいた事項について、事業番号ごとに 

回答させていただきます。 

 

【議題（３）について事務局説明】 

◎事業番号11103『生命を尊重する体験学習の推進』 /指導課 

 ●質問 

・「生命を尊重する教育の充実を図ることができた」とあるが、具体的

にどのような事業を何校で何回行ったのか。 
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 ■回答 

・「動物飼育活動」「保育体験授業」「給食指導」の３事業を実施した。 

・動物飼育活動については、小学校全校(２３校)で、動物とのふれ  

あいや、飼育委員等による飼育活動を実施。(280人) 

・保育体験授業については、中学校５校の中学３年生を対象に、地域

の赤ちゃんとその保護者とのふれあい。（760人） 

・給食指導については、小中学校全校(３４校)で、学活や日々の給食

時における あいさつやマナー、栄養バランスなどの指導を実施。 

 

◎事業番号12101『介護予防事業の充実』 /介護福祉課 

 ●質問 

・「はつらつ運動教室」では１年間に1,220回やったのか。また、    

どのような運動をやっているのか。 

■回答 

・市内２８箇所で概ね週１回実施した。合計1,220回。 

  （例：28箇所×1ヶ月あたり4回×12ヶ月＝1,344回） 

 ・はつらつ運動教室は、６５歳以上で介護認定を受けていない方が  

参加できる。休憩を入れながら１回あたり１時間３０分位で、本人

が無理なく出来る範囲でストレッチ、フットケアなどを行う。 

  最年長の参加者は８５歳。 

 

◎事業番号12102『生涯にわたる健康増進の推進(健康増進計画の推進)』

/中央保健センター 

 ●質問  

・母子愛育会は、どのように授業に協力したのか。 

■回答 

・母子愛育会は、子どもたちが赤ちゃんへの興味を持ち、子育てを  

イメージしやすいよう、実際に赤ちゃんを連れてきたり、赤ちゃん

人形を使用たりして、児童の抱っこ、おんぶ、沐浴の体験などに  

協力している。 

・平成２７年１０月に小学校２校、平成２８年２月に小学校１校で  

実施。３校合計の参加人数は194人。２校では小学５年生（161人）

を対象、１校では小学６年生（ 33人）を対象。 

 ・授業の前に、助産師による講演を実施。 

テーマ「妊娠～出産の神秘、親から大切に育てられて今の自分が  

ある、自分を大切にする、自分以外の人も大切にする」 

 

◎事業番号13103『リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する啓発活動

の推進』 /人権推進課 

●質問  

・これまで久喜市では不妊治療に関する取組み、啓発活動について  

どのような取組みをしてきたか。 

 ■回答  

・これまで久喜市では、具体的な取組みが行われていなかった。平成

２８年４月１日より、久喜市でも不妊治療に関する一部助成の事業

が開始された。これを機に女性の健康支援とし不妊治療に関する 

啓発活動を進めていきたい。 
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◎事業番号24102『外国人への情報提供の充実』 /自治振興課 

 ●質問 

・外国人にも分かりやすい配布資料・公共サインの進行状況について。 

 ・久喜市には、どの国籍の人が何人住んでいるのか。また、どのよう

な施策を行っているのか。 

 ■回答 

・平成２８年３月末現在、久喜市在住の外国人は計2,118人。 

内訳:中国424人、フィリピン389人、ペルー231人、ブラジル297人、

韓国・朝鮮180人、その他597人。 

地区別の内訳は公表していない。 

 ・公共サインの表記については、市役所本庁舎及び第二庁舎では、  

１階案内板と各課名表示に英語表記を併記している。各総合支所で

も各課名表示に英語表記を併記している。栗橋文化会館では、施設

案内を英語表記している。 

・外国人向けの資料等については、母子手帳が８ヶ国語、ごみカレン

ダーが４ヶ国語、健康事業日程表３ヶ国語に対応している。 

 

◎事業番号31104『保護者に対する意識啓発の充実』 /指導課 

 ●質問 

・具体的にどのようなことを実施しているのか。 

 ■回答 

 ・中学校５校の３年生(760人)を対象に、地域の赤ちゃんや、赤ちゃん

の保護者と触れ合う保育体験授業を実施。 

 ・中学生全校(１１校)の２年生(265人)を対象に、職場体験や働く人々

との交流。 

 ・小学校全校(２３校)で就学児健診時の際に、新１年生の保護者を  

対象に子育てに関する講義やワークショップを実施。(1,200人) 

・中学校１校の３年生と保護者を対象に、助産師による性に関する  

講演会を実施。 

・全小中学校(３４校)で、保護者を対象に、家族の中の一員としての

子どもの長期休業の過ごし方等について懇談会を実施。 

 

◎事業番号51115『入浴サービス事業の充実』  /障がい者福祉課 

◎事業番号52209『地域活動支援センター事業』 /障がい者福祉課 

 ●質問 

 ・女性障がい者を配慮する取組みとして、障がい者福祉課と社会福祉

協議会は何を取組んでいるか。 

 ■回答 

 ・入浴サービス及び活動支援センター事業は、障がい者福祉課が業者

に委託している。女性障がい者には、原則、入浴や排泄等には同性

による介助を実施している。サービスの開始前には必ず個別面接を

実施し、聞き取りした個々の要望や配慮してほしい部分に対して、

細やかに対応できるようにしている。 

 ・何が虐待にあたるのかという根本の部分の認識にも個人差がある 

ため「虐待防止・権利擁護委員会」を事業所で月１回開催し検討を

行う。また、新任職員にも毎年、虐待に対する研修を実施している。 

・社会福祉協議会においても、同様に同性介助を実施している。 

 

前回の審議会でのご質問に対する回答は、以上でございます。 
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 （吉田委員入室） 

榎本会長  ありがとうございました。回答について質問はございますか。 

 現在の行動計画は何時終わるのですか。 

事務局  平成２９年度で終了になります。 

榎本会長  前回の審議会では、平成３０年度から始まる第２次行動計画には、  

性同一性障がいの方への取組みも考えに入れなければならないという話

もあったように思います。 

 他にありませんか。 

 （意見なし） 

榎本会長  ありがとうございました。 

議題(１)男女共同参画行動計画 平成２８年度実施計画について 

榎本会長 それでは議題(１)に戻ります。平成２８年度実施計画について基本 

目標ごとに事務局にご説明いただきまして、その都度質問を受付すると

いう形で進めたいと存じます。 

それでは、事務局よろしくお願いします。 

事務局  議題（１）男女共同参画行動計画 平成２８年度事業の実施計画に

ついて、ご説明させていただきます。 

 

◆資料１の表について 

・平成２８年度の実施計画について各事業所管課の回答を取りまとめ

たもの。 

・目標値を、年度末を達成期限とした目標設定が可能な事業について

のみ、各事業所管課の判断で設定。 

 

◆資料１の表の見方について 

・資料１の左側４列に『事業番号』『事業名』『事業内容』『所管課』を

掲載。 

・平成２８年度に実施する場合、 

①『実施年度Ｈ２８』欄に○を記入。 

②目標設定できる場合、【目標】【現状】などを記入。 

③今年度どのような方向性で進めるのか、「継続」「拡大」「縮小」 

 「完了」「廃止」という方向性を記入。 

④ ③で「拡大」「縮小」「廃止」と答えた事業については。その内容 

や理由を記入。 

・『事業内容の見直し』の有無について記入。 

事業内容の見直しがある場合「有」と記入し、見直し内容を反映  

させた事業名や事業内容を記入する。 

・毎年度の事業内容見直しにより、当初の計画から変更があった部分

は網掛けをしている。 

・『事業年度』欄は、実施年度を変更する場合のみ、実施予定年度を

記入。 

・『所管課』欄は、事業所管課が変更する場合のみ記入。 

・今年度より、平成２８年度に実施しない場合は、『事業内容』欄に

実施しない理由を記載している。 

 

基本目標ごとに、ご審議いただきたいと思います。 
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【基本目標Ⅰについて説明】 

◆基本目標Ⅰ「男女の人権を尊重したまちづくり」 

 

◎事業番号11105『女性の悩み(カウンセリング)相談事業の充実』 

・【目標】利用率８７％。直前のキャンセルを減らすことにより利用率

を２％上げる。 

◎事業番号11202『性に関する教育活動の推進』 

事業番号11203『指導者等に対する性教育研修の実施及び情報提供』 

・【今年度は実施予定なし（人権推進課）】昨年度に中学生を対象に  

アンケート調査を実施したため。 

◎事業番号12108『各種健康診査事業等の充実と受診促進』 

・【目標】特定健診の受診率５５％。 

◎事業番号13103『リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する啓発活動

の推進』 

・【事業拡大】平成２８年４月１日から不妊治療の助成が久喜市で開始

されたため、この機会に不妊治療に関する啓発活動を実施する。 

 

基本目標Ⅰについては、以上でございます。 

榎本会長 ありがとうございました。ただ今の内容につきまして質疑応答を行い

たいと思います。 

稲葉委員 事業番号11202『性に関する教育活動の推進』、11203『指導者等に対す

る性教育研修の実施及び情報提供』について、「平成２７年度に中学生を

対象にアンケート調査を実施したため、今年度は施策を実施しない」と

説明がありました。昨年度のアンケートの実施結果に基づいて、何らか

の対策を打つことが一般的かと思います。その辺はどうなのでしょうか。 

事務局 昨年度中学生を対象にアンケートを実施しておりますが、今年度は 

市民を対象に意識調査を行う予定がありますので、これらの事業につい

ては「今年度実施なし」としたものです。 

榎本会長 今の稲葉委員の質問は、昨年度のアンケートの結果に対する、今年度

の対策についてではないでしょうか。いかがですか。 

稲葉委員 そうです。今年度はアンケートの結果に対して対策を打つ年度では 

ないかと思います。どのようにお考えになっていますか。 

事務局 平成３０年度に開始する、第２次行動計画の策定の際に結果を盛り込

んでいきたいと考えています。 

榎本会長 なるほど。対策は今年度すぐ行うというのではなく、次の計画の時に

勘案しようということなのですね。 

稲葉委員 今年度は分析するということですね。分かりました。 

榎本会長 他にありますか。 

事業番号13103『リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する啓発活動

の推進』では、不妊治療に関する事業が拡大となり、不妊治療の助成が

開始されたということですね。 

次に進みます。基本目標Ⅱについて説明をお願いします。 

事務局 【基本目標Ⅱについて説明】 

◆基本目標Ⅱ「男女共同参画の意識づくり」 

 

◎事業番号21104『情報紙による男女平等や男女共同参画に関する情報の

提供』 

事業番号21107『情報紙そよかぜの発行による男女平等や男女共同参画
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に関する情報の提供』 

事業番号21203『市民参加による男女共同参画啓発資料の作成』 

事業番号21204『情報紙そよかぜの発行による男女平等や男女共同参画

に関する情報の提供』 

・【目標】発行回数を２回以上。男女共同参画情報紙そよかぜのインター

ネット版を市のHPに掲載する。 

◎事業番号22102『青少年の性と人権推進に関する意識調査の実施』 

事業番号22103『若年代の男女共同参画推進状況調査実施』 

・【今年度は実施予定なし】昨年度に中学生を対象にアンケート調査を

実施したため。 

◎事業番号22104『職場の男女共同参画推進状況調査の実施』 

事業番号22105『自営業者等対象の意識調査の実施』 

事業番号22106『団体対象の男女共同参画推進状況調査の実施』 

・【今年度は実施予定なし】今年度は市民意識調査を実施予定である 

ため。実施予定は平成２８年１０月ごろ。質問内容については、  

これから詰めていく。 

◎事業番号23102『父親の子育て参加の促進』 

・【目標】父親の参加率５０％以上。 

◎事業番号23103『児童センター・児童館事業』 

・【目標(しょうぶ会館)】父親の参加率５％以上。 

◎事業番号23201『青少年の性と人権尊重に関する意識調査の実施』 

・【今年度は実施予定なし】昨年度に中学生を対象にアンケート調査を

実施したため。 

◎事業番号24102『外国人への情報提供の充実』 

・【目標】日本語教室の参加者数 延べ９０人。 

 

基本目標Ⅱについては以上です。 

榎本会長 ありがとうございました。基本目標Ⅱについて質問を受付します。 

吉野委員  事業番号22104『職場の男女共同参画推進状況調査の実施』、22105  

『自営業者等対象の意識調査の実施』、22106『団体対象の男女共同参画

推進状況調査の実施』についてです。市民意識調査を１０月ごろに実施

するとのことですが、どのくらいの規模をお考えですか。対象は世帯  

なのか、個人なのか、どうなのでしょうか。 

事務局  現在計画中のため決定ではありませんが、無作為に抽出した２０歳 

以上の男女500人ずつ、計1,000人を対象に意識調査を行うことを考えて

います。 

吉野委員  事業によっては、調査の対象が「職場」「事業所」「団体」「自営業者」

とあります。市民個人の調査だけではなく、企業や団体、自営業者にも

調査をされるのでしょうか。または意識調査の中で、個人の方に対して

「あなたは企業にお勤めですか」などの質問を含めることで、データを

抽出していくということなのでしょうか。どのように思われていますか。 

事務局  意識調査では無作為で抽出することを考えております。調査としては

企業や団体にお勤めの方、自営業の方にも幅広くご回答いただきたく 

考えています。 

吉野委員  私はこの審議会に企業として出席させていただいております。事業 

番号22104『職場の男女共同参画意識調査の実施』の事業内容を読みます

と、「市内事業所を対象に」と記載がございます。もし弊社にも調査が  

届きましたら是非協力させていただきたいと考えております。そう   



8 

 

いった観点で、いろいろな事業者の方に聞いたりとか、個々人の家庭の

方に聞いたりとか、様々な調査方法があるかと思われます。一律に個人

を無作為抽出して男女500人ずつに調査することが妥当であるかどうか

を一度ご検討いただいてはどうかと思います。 

事務局  分かりました。意識調査の内容決定の参考にさせていただければと 

思います。ありがとうございます。 

榎本会長  前回の第１次行動計画を作るときにも、同じように意識調査を行って

いただいたのですが、その時は個人だけでなく事業所も対象に調査を 

行ったのでしょうか。その辺りも確認して、具体的な内容を検討して  

いくのですね。 

事務局  はい。第１次行動計画に向けて、平成２２年に行った意識調査では、

男女500人ずつ計1,000人の個人を対象に調査を行ったとの記録がござい

ます。個人事業者や企業に対してどのような調査を行ったのかを改めて

確認して、今回の意識調査に反映していきたいと考えております。 

吉野委員  ありがとうございました。 

稲葉委員  同じ事業番号22104『職場の男女共同参画意識調査の実施』について、

「市民意識調査を実施」するため、「職場」に対する調査は実施しないと

いうことですか。 

事務局  今年度中に実施する市民意識調査の結果を、昨年度実施した中学生 

向けアンケートの結果と同様に、来年度の第２次行動計画策定に反映さ

せていきたいと考えております。 

稲葉委員  事業番号22104では、事業内容に「市内事業所を対象に男女共同参画の

推進状況調査を実施する」とあります。前段として行った市民向けの  

意識調査の結果を活かして、事業所向けの調査を行うということで  

しょうか。 

事務局  事業所向けの調査を「平成２８年度実施なし」となっているのは、  

市民向け調査に注力するためとなっています。 

稲葉委員  市民向け意識調査は、事業者向け調査の事業内容とどのような形で 

関わっているのですか。何のために市民意識調査をされるのですか。 

榎本会長  行動計画を作るための現段階の資料として、市民に対する意識調査を

行います。その分析結果が審議会で発表され、審議会の委員みんなで  

勘案しながら第２次行動計画を策定するという手筈になると思います。 

 久喜市男女共同参画を推進する条例の条文に「事業者の責務」「事業者

への働きかけ」の項目がありますね。事業所向けの調査を行う必要が  

あると思います。 

稲葉委員  まず市民に、事業所ではどのようなことをどのくらい進めているのか

を聞いて、市民の関心度のプライオリティ付けをして、事業所への調査

における進捗状況のチェック項目にするということでしょうか。 

倉持委員  ただ今の事務局のご説明ですと、無作為に２０歳以上の男女500人ずつ

合計1,000人を抽出してアンケートを行って、その回答から事業者や自営

業者などを振り分けるという意味なのでしょうか。その辺りがはっきり

しないように思います。 

事務局  自営業を行っている個人事業者であれば、1,000人の抽出の中に含まれ

る可能性はあるように思います。しかし、資生堂さんのように規模の  

大きな事業所については、市民向けの調査では抽出対象にすることが 

できませんので、事業所向けの調査を別に行う必要があり、今後実施  

することを検討してまいります。 

倉持委員  現段階では、無作為ということですか。 
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事務局  具体的に細かい内容については、年齢や調査対象人数など、今後検討

していきます。自営業者や事業所向けの調査につきましても協議して 

いきたいと考えております。 

榎本会長  現時点ではまだ市民意識調査について曖昧な部分がありますが、事務

局よろしくお願いします。 

倉持委員  まとめますと、この審議会の希望としては、個人のほかに事業者や  

自営業者など対象を限った形で調査を行ってほしいということですね。 

榎本会長  そうですね。他にはいかがですか。 

石田委員  事業番号23103『児童センター・児童館事業』について。しょうぶ会館

の平成２８年度の目標値で、平成２８年７月以降の事業「親子でファイ

ティング」「わくわくタイム」について、保護者の男女別集計を行うと  

いうことですが、調査を行うということと、目標値が５％以上という  

ことについて伺いたいのですが。 

事務局  しょうぶ会館では、今までは事業の参加者の人数を把握していたの 

ですけれども、保護者について「お母さん何人、お父さん何人」という

確認をしていませんでした。今後は保護者の性別につきましても確認を

行い、人数の把握に努めていきますとおっしゃっていました。 

石田委員  その点は分かりました。目標値５％以上とはどういうことなのか  

教えてください。 

事務局  参加しているお子さんの人数に対して、父親がどのくらい参加して 

いるかという数値です。 

榎本会長  むしろ参加率を目標として設定しているということは、「お父さんの 

事業への参加率を高めるよう工夫していきます」ということを言ってい

るのでしょうか。 

事務局  はい。 

榎本会長  大事なことですね。子どもが小さい時に母も父も参加するということ

は子どものこれからの成長に関わってきます。頑張って参加率５％以上

になるようにしていただければありがたいですね。 

石田委員  分かりました。 

榎本会長  他にはいかがですか。 

稲葉委員  事業番号22108『男女共同参画に関する情報の提供』についてですが、

平成２７年度の推進状況報告では「達成度」が△の評価であり、その  

理由は「調査結果を公開できていないため、調査結果を提供するという

点においては不十分であった。」とありました。この調査結果について 

「分析して公表する」ということなのか「これは来年公表する」という

ことなのか、その辺の表記がありませんけれども。 

事務局  調査結果の精査が不十分なところがございまして、公表ができるよう

順次精査を進めていきたいと考えております。市民調査など他の事業と

の兼ね合いも考慮しまして進めていきます。 

稲葉委員  目標値を設定しなければならないのではありませんか。事業間のプラ

イオリティを勘案して、例えば、第１次行動計画の最終年度である  

「平成２９年度に行います」など入れておいていただければと思います。 

事務局  分かりました。そのように進めます。 

中村委員  事業番号23202『デートＤＶ防止に向けた啓発活動の推進』について 

です。これまで平成２８年度に行う市民意識調査について質問が出てい

ます。市民意識調査における質問が、事務的に淡々と、簡単に○や×を

つけるものになるかと思います。ＤＶ問題もそうですが、若い男女が  

なかなか結婚をしなくなっていることが社会問題になっています。これ
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は生活をしていて思うことなのですけれども、アンケートの内容が事務

的なものではなく、ＤＶや結婚などについての問題をちょっと盛り込み、

意識を引き出す内容にしていただけたらと思います。 

事務局  分かりました。意識調査の質問項目の作成の際に検討させていただき

ます。 

中村委員  デートＤＶも結婚に関する事業も人権推進課の事業ですね。アンケー

ト項目として盛り込みやすいかと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

榎本会長  デートＤＶについてはどのように啓発しているのですか。 

事務局  成人式の時にパンフレット「知っていますか？デートＤＶ」を配布  

しています。 

榎本会長  そのパンフレットを委員の皆さんに配布していただけますか。 

事務局  かしこまりました。少々お待ち下さい。 

 (パンフレット「知っていますか？デートＤＶ」を各委員に配布) 

榎本会長  この資料には、当事者本人達には気付いていないことが盛り込んで 

ありますね。 

中村委員  そうですね。男女が精神的にも対等になったというアンケート結果も

ありましたが、ＤＶで命にもかかわる深刻な被害を受けたという割合が

高いという結果もあって、ものすごく矛盾を感じますね。そのように、

つらい思いをしていることがすごく大きいのだと思います。 

倉持委員  ＤＶについてのアンケートをなさるのですか。 

榎本会長  アンケートは行っておりませんが、市民意識調査の内容に盛り込める

かもしれないということですね。 

中村委員  そうですね。アンケートの質問項目にＤＶについて盛り込んでいただ

き、回答した人の意識に問題意識がポンと入り込んでいけばいいですね。 

新井委員  これまでの話に繋がっているのですが、市民意識調査の対象が２０歳

以上とありますが、年齢の上限はあるのでしょうか。 

事務局  この件も検討項目にさせていただきます。 

榎本会長  無作為に抽出したということになりますと、ＤＶの当事者はなかなか

入ってこないかもしれませんね。 

中村委員  生活している上で、何らかの形でＤＶ問題に関わることもあるかも 

しれませんね。 

稲葉委員  このパンフレットは成人式で配布していると伺いました。最近では 

中学生や高校生でも男女の交際は活発でしょうし、交際を親が認めてい

て、２０歳よりも前にデートＤＶの対象になることもあります。学校で

配布するなどの対策は行っていますか。 

事務局  学校側では、性教育の一環で、デートＤＶについて情報提供などを  

されていると思います。 

また、人権推進課におきましては、先日開催した男(ひと)と女(ひと)

のつどいにおいて、子ども広場の情報提供コーナーにて、このデート  

ＤＶのパンフレットも含む、ＤＶについての啓発資料や相談窓口につい

ての案内などを配架し、ご来場された方にご自由にお持ち帰りいただき

ました。 

榎本会長  啓発物を配布する以外の事業はできていないのですね。 

事務局  はい。 
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榎本会長  大事な考え方ですので、大いに配布していただきたいと思います。  

成人式に配布するというのは長年の久喜市の事業ですね。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは基本目標Ⅲをお願いします。 

事務局 【基本目標Ⅲについて説明】 

◆基本目標Ⅲ「男女平等を推進する教育・学習の環境づくり」 

 

◎事業番号31202『男女平等についての意識調査の実施』 

・【今年度は実施予定なし(人権推進課)】平成２６年度に実施したため。 

・学務課及び保育課は、意識調査が未実施だったことから、今年度は 

  保育士及び幼稚園教諭を対象に意識調査を実施する予定。 

◎事業番号32102『青少向け啓発冊子等の発行』 

・【今年度は実施予定なし】今年度は市民意識調査を実施する予定の 

ため。 

 

基本目標Ⅲについては以上です。 

榎本会長  基本目標Ⅲについてご質問をお受けしたいと思います。 

吉野委員  先程ご説明のあった、事業番号31202『男女平等についての意識調査の

実施』についてです。事業内容が「保育士や幼稚園教諭に対して、男女

平等教育に関する意識調査を実施」とあります。今年度は保育士を対象

に保育課が調査を、幼稚園教諭を対象に学務課が調査を行うこととなっ

ています。人権推進課が平成２６年度に実施した調査では、どなたを  

対象にどのような調査を行われたのか教えていただけますか。 

事務局  平成２６年度には、公立保育園の保育士と公立幼稚園の幼稚園教諭を

対象に、人権推進課がアンケート調査を実施しております。 

吉野委員  その調査を受けた同じ方々を対象に、保育課や学務課が調査を行う形

になるのですね。 

事務局  はい。 

榎本会長  この保育課や学務課が行った調査の結果は、第２次行動計画に反映 

されるのですか。 

事務局  この調査結果を人権推進課にお渡しいただくよう話をしてあります。 

榎本会長  この調査は公立の幼稚園や保育所を対象としているものであって、 

私立の幼稚園や保育所は含まれないものですか。 

事務局  現在、市の管轄である公立でのみ実施しています。今までは私立を  

対象にした調査を行ったことはありません。 

榎本会長  これは私が時々疑問に思っていたことです。例えば防災についても、

公立には調査を行いますが、私立には調査を行わないというものです。 

このことについても検討をお願いします。 

事務局  分かりました。 

吉野委員  人権推進課が、すでに１度同じ方々を対象に調査を行われているので

あれば、何がしかのデータや考察を保育課や学務課に、フィードバック

または情報提供をしているのでしょうか。何度も同じアンケートを行う

と、対象となる先生方も「また同じ調査か」と思われるのではないでし

ょうか。効率良く、課を越えて情報提供されてはいかがかと思いました。 

事務局  分かりました。ありがとうございます。 

吉田委員  この事業に関することなのですが、この調査は保育園や幼稚園を対象

としています。この調査と同様に、小学校や中学校の教諭に対しても、

小中学校の教諭は県の職員として採用されておりますので、県が同じ 
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ように意識調査を行っているのでしょうか。 

事務局  県の方でも、様々な計画の策定にあたって、いろいろなアンケート  

調査を行っておりますので、小学校や中学校の教諭に対しても調査を 

行っているのではないかと思います。 

倉持委員  先程のご説明をお聞きしながら思ったのですが、平成２６年度に人権

推進課が調査を行い、今年度には保育所を対象に保育課、幼稚園を対象

に学務課が調査を行うということですが、調査の設問は違うのでしょう

か。それとも、設問は共通になるのでしょうか。設問が異なってしまう

と、まとめる時にバラバラになってしまいます。 

事務局  人権推進課から保育課と学務課に、同じ設問について伺う調査にする

よう話をしてあります。 

倉持委員  そういうことですか。平成２６年度に実施した、人権推進課調査での

設問と同じような形式ということですね。 

事務局  はい。その通りです。 

石田委員  改めて、この調査を２年後にやり直す意味は何なのでしょうか。人権

推進課の調査とは別に各課が改めて行う調査であるのか、人権推進課の

調査結果を踏まえて各課が調査するものなのか。その前提というものが

あるのかということですね。 

倉持委員  先程の人権推進課のお話ですと、人権推進課の調査を踏まえた形式と

いうことですね。 

事務局  各課には人権推進課の調査での設問内容や結果をお伝えしています。

各課の調査では、全てが同じ設問になる訳ではなく、各課独自の設問が

プラスアルファされると考えています。 

榎本会長  アンケート内容について、保育課や学務課から問い合わせがあって 

一緒に作るということはないのですか。 

事務局  学務課及び保育課に設問内容の提供はしていますが、一緒に作ると 

いうことはしておりません。 

榎本会長  結果はご報告いただくということですね。 

事務局  はい。提供した設問内容を元に、両方の課で共通の設問を持つよう  

依頼しています。 

榎本会長  保育士も幼稚園教諭も、男女共同参画について意識を持つことは大事

なことですからね。よろしくお願いしたいと思います。 

坂庭委員  ひとつよろしいですか。事業番号31103『一人ひとりの個性を生かす 

生活指導等の実施』についてです。この事業内容の中で、学校行事、   

課外活動、進路指導は、先生から見ても生徒の行動を把握して実施・  

指導できるものと思います。しかし、生活指導となると、学校外の生活

のことになります。このことを良く捉えられていないため、いじめなど

色々な問題が起こるのではないかという気がします。事業内容には「生

活指導などにおいて、一人ひとりの個性を生かす指導を実施」と書いて

あります。これが児童や生徒一人ひとりに対して実施できているのか。

実施できているのであれば、児童や生徒一人ひとりのことが本当によく

分かると思います。 

稲葉委員  平成２７年度の実績報告では、評価が◎でした。十分に「一人ひとり

の個性を生かす指導を実施」できたということですね。 

事務局  そうですね。具体的な内容までは記載されておりませんが。 

榎本会長  説明を記載することが難しいですね。「一人ひとりの個性を生かす」と

いうのは、大きな教育方針ですね。取り組んでいるのでしょうが、なか

なか難しいことでしょう。続けて同じ方向に向けて頑張っていってほし
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いですね。 

坂庭委員  先生への教育は行ってほしいですね。今、先生が様々な事件・事故を

起こしています。 

榎本会長  ここには記載のない項目ではありますが、進めていってほしいですね。 

 よろしいでしょうか。 

 続けて、基本目標Ⅳをお願いします。 

事務局 【基本目標Ⅳについて説明】 

◆基本目標Ⅳ「あらゆる分野に男女が共同参画できる体制づくり」 

 

◎事業番号41101『いきいき女性議会の開催』 

・【今年度は実施予定なし】平成２７年度に実施。隔年開催のため、  

平成２９年度に実施予定。 

◎事業番号41102『政策参画講座の開催の情報提供』 

・【今年度は実施予定なし】平成２７年度埼玉県と共催で実施したため。

今年度は実施なし。 

◎事業番号41107『男女共同参画人材リストの活用』 

・【目標】登録者数４７人。 

◎事業番号41202『女性職員の管理職への登用推進』 

・【目標】管理職における(課長補佐級以上)に占める女性職員の割合 

２０％。（目標達成期限平成３２年４月１日。） 

（平成２７年３月策定の久喜市特定事業主行動計画・久喜市職員 

子育て応援プラン） 

◎事業番号41203『職員研修の充実』 

・【目標】政策形成能力向上研修への女性職員参加割合３０％以上。 

◎事業番号43102『市民活動の推進』 

・【目標】市民活動登録団体数 130団体。 

◎事業番号43107『高齢者の地域活動への参画支援』 

・【目標】彩愛クラブ会員数3,000名。 

◎事業番号43303『自主防災組織の育成支援』 

・【目標】自主防災組織の組織率７８％。 

  

基本目標Ⅳについては以上です。 

榎本会長  ありがとうございました。質問をお受けします。 

倉持委員  事業番号43303『自主防災組織の育成支援』です。平成２８年度の目標

値に組織率７８％とあります。事業内容が「女性の参画促進や女性リー

ダーの育成にも努める」となっていますが、組織のリーダーのうち、  

何人が女性であるかなどを目標値に反映することはできませんか。 

事務局  この組織率は全体における組織率となっており、女性のリーダーが 

どのくらいいるかを示す指標にはなっていません。 

平成２８年７月１日現在の女性リーダーの人数は、久喜地区で１人、

鷲宮地区で６人いらっしゃいます。他の２地区については、まだ女性の

リーダーがいらっしゃらないとのことです。 

榎本会長  自主防災組織は女性だけで構成されている組織ではないですよね。 

石田委員  事業番号43107『高齢者の地域活動への参画支援』です。事業内容に  

ある「彩愛クラブ」とは、どのようなクラブですか。 

事務局  彩愛クラブとは、老人クラブのことです。平成２８年度は、前年度  

より目標数値を225人減らしています。クラブ全体で高齢化が進んで  

おり、活動が難しくなっています。６５歳以上の方が彩愛クラブへの  
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新規加入の対象になります。６５歳以上になってすぐ加入するわけで 

ないため、加入者は年々減少の傾向にあります。 

石田委員  彩愛クラブの活動内容について教えてください。 

事務局  通常の老人クラブと同じく、清掃美化などの地域活動や、グラウンド

ゴルフなどの趣味の活動を行っています。 

稲葉委員  同じ事業についてです。平成２７年度の実績を見ますと、補助金交付

団体数は７３団体となっています。補助金交付団体に加入している人数

の合計が3,194人で良いのですか。 

事務局  はい。その通りです。 

稲葉委員  素朴な疑問なのですが、６５歳以上の方々で、市民大学や高齢者大学

に所属する人や卒業した人が、ボランティアや趣味活動を積極的に行っ

ています。彩愛クラブだけ補助金を支給しなければならないのかと思い

ます。公平性といいますか、全体の最適化といいますか、いかがでしょ

うか。 

中村委員  私の８１歳の母が、彩愛クラブに入っています。周囲の方が６５歳  

以上になると勧誘に行くそうです。「私はまだいいです」とか「市民大学

に入っていますから」と断られることもありますが、「私たち彩愛クラブ

は補助金も出るし、地域活動もしています。仲間で旅行にも行きます。」

と話しています。私の母は家庭に入ってから、外に出る機会がすごく  

少なかったのですが、彩愛クラブのおかげで年に何回か旅行や集まり、

餅つき大会に行けると、とても楽しく生活しています。補助金にすごく

感謝をしていて、補助金があるので活動を取りやめようということが 

なく、仲間が集まって「次は何をしよう」というきっかけになっていま

すね。 

倉持委員  私は別のことを考えながら聞いていました。スポーツ活動や生きがい

づくりの社会奉仕活動などを彩愛クラブが行い、高齢の方が元気に活動

することは、医療費の削減につながる財政的な効果もあるのではないか

と思いました。なぜ彩愛クラブだけに補助金を出すのかという質問に対

して、私はそのような効果を期待してのことではないかと考えました。 

榎本会長  高齢になっても、いろいろ活動できる場が用意されているということ

は、高齢者にとって幸せな時代になっていると思います。自分がどこに

フィットするかということは個々人の考えになります。 

吉田委員  事業番号43202『働く女性及び再就職希望者への支援事業』です。平成

２７年度実績での達成度が「市独自の講座開催や情報提供ができなかっ

た」ため、評価が「△」になっています。今年度の事業内容では「講座

や相談機関の情報を提供し、支援を行う」とありますが、情報提供だけ

でなく、独自に講座を実施すると読み取ってよろしいのでしょうか。 

事務局  講座に関して申し上げます。現在、埼玉県では「ウーマノミクス   

（ウーマン＋エコノミクスの造語）」を掲げ、女性の経済活動の支援を 

推し進めています。「女性」と「経済」に関連する内容ということで、   

現在は人権推進課と商工観光課のそれぞれで情報提供を行っています。

今年度、商工観光課が女性を対象とした就業セミナーを市独自に開催 

する予定であると伺っております。人権推進課が直接実施するという 

ものではありませんが、開催にあたっては情報提供などを積極的に実施

していきたいと考えております。 

坂庭委員  事業番号43108と43401では、事業名が同じ『地域の住民組織リーダー

への女性の参画促進』となっています。担当課が異なっていて、43108

の担当課は人権推進課と社会福祉課となっており、43401の担当課は人権
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推進課と生涯学習課と農業振興課となっています。担当する内容や地区、

年代など違いがあって、これだけ分かれているのでしょうか。お互いに

情報交換すれば済むことではないのですか。 

事務局  事業番号43108と43401では、事業名が同じですが、施策の方向性が  

異なっています。43108では、事業の方向性が「①男女がともに担う地域

社会づくりの推進」となっています。対して、43401では施策の方向性が 

「④地域リーダーへの女性のチャレンジ支援」となっています。 

榎本会長  事業の方向性が異なるのですね。このように同じ項目が繰り返し出て

いる事業は、この計画の中では散見されていますね。 

吉野委員  教えていただきたいのですが、市民大学や高齢者大学は、どこの課が

主体となって運営しているのですか。 

稲葉委員  生涯学習課ですね。 

吉野委員  であれば、この事業に対して、「市民大学や高齢者大学でこういうこと

をやりませんか」ということを、主体となる生涯学習課が、人権推進課

や他の課に質問を投げかけて、取りまとめることは可能ではないでしょ

うか。いろいろな課がいろいろな活動を提供していることを、市民大学

や高齢者大学を切り口として、１つの課が主幹になってまとめればよい

のではと思います。 

稲葉委員  おっしゃる通り、生涯学習課が市民大学や高齢者大学の主幹となって

います。平成２７年度の実勢を見ますと、人権推進課では「市民大学、

高齢者大学講座において…」と記載があり、市民大学では「市民大学…」

と記載があり、重複しているように見えますが、切り口が違うと思い  

ます。 

倉持委員  このことに関してですが、生涯学習課の行う市民大学に人権推進課が

出向いて講座を実施したということではないでしょうか。そのため、  

事業をバラバラにやっているということではないと思います。それぞれ

１つひとつの所管課の事業に、いろいろな課が協力しているというよう

に読んでいました。 

稲葉委員  私は、人権推進課と生涯学習課の事業が別のものだと捉えていました。 

倉持委員  ２つの課が協力して実施したので、どちらにも書いてあるのだと解釈

しました。 

事務局  倉持委員のおっしゃられた通り、生涯学習課の計画した事業内容に 

対して、人権推進課に講師の依頼があり、事業を行いました。 

稲葉委員  なるほど。生涯学習課は「人権推進課に依頼した」という成果があり、

人権推進課は「依頼があって講座を行った」という成果があるという  

ことですね。 

吉野委員  分かりました。 

榎本会長  事業番号41202『女性職員の管理職への登用推進』についてです。毎回

このことについて議題に出しているのですが、平成２８年４月１日現在

の「管理職における女性職員の割合」が18.2％であるのは、もう少し  

増やさなければならないですね。いろいろなことを推進する立場である

市が「管理職における女性職員の割合」を高めていかなければ啓発に  

ならないと思います。この点においては、特に力を入れて本気で割合を

上げていってもらいたいと思います。 

稲葉委員  この件について私も質問があります。私は民間企業出身なのですが、

昇進するときには、上司が推薦して「管理職登用試験を受けなさい」と

なります。役所の場合はどのようになっているのですか。 

事務局  一定の勤務年数を経て、資格を得た職員が、自分で試験に申込します。
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試験は主任から係長に昇任する時にあります。係長から課長補佐、課長

補佐から課長などの昇任時には試験はありません。 

稲葉委員  課長補佐から課長、課長から部長などの昇任時に試験がないという 

ことは、上司の評価や人事の調整による昇任になるのですか。 

事務局  はい。人事評価を元に人事課が行います。 

倉持委員  市としては女性職員をどんどん登用していきたいと思っていても、 

役職が変わることによって負担が増えるため、昇進することに引っ込み

思案になる女性が多いと伺ったことがあります。昇進することが負担と

思わない働き方などの環境整備や意識啓発をきちんとやって、みんなが

昇進に手を上げる形に変えていくことが、市としての仕事だと思います。

目標を定めているわけですので。 

榎本会長  子育て環境とか様々な分野で整えていかなければならないことがあり

ます。残業が多いとか休みが取りづらいとかありますね。女性だけに  

下駄を履かせてもよいと思うのですけれども。 

倉持委員  勤務時間など、男女ともに働きやすい環境が必要です。女性だけに  

下駄を履かせても、なかなか難しいと思います。かえって、そのことが

女性の負担になってしまうこともあるかもしれません。男女共同参画と

しては、女性に下駄を履かせる的な取組みも大事ですが、基本的には、

昇進しても負担にならない、男女ともに働きやすい職場環境をつくって

いかなければならないと思います。 

吉野委員  平成３２年４月１日現在の目標値が２０％というのは、今の風潮を 

見ますと、ご指摘されたように少し低いと思います。能力的に違いが  

ないという前提で、男女ということを言うのであれば、究極的には５０％

でも良いはずです。目標値２０％を見直すかどうかは市の中で議論して

いただければと思います。 

榎本会長  世の中の方が進んでいるという気がします。 

吉野委員  先程の稲葉委員の質問にあわせてお伺いしたいのですけれども、管理

職は課長補佐級以上で、昇進試験があるのは係長職になる時ということ

でよろしかったでしょうか。 

事務局  はい。 

吉野委員  係長より上の役職については、上司の評価などによって昇進が決まる

のですね。 

事務局  はい。人事評価制度がございます。職務の内容や実績にあわせて評価

を行います。その結果を参考に人事異動が行われます。 

吉野委員  係長級の職員の中に女性職員がどのくらい占めているか、教えていた

だくことはできますか。 

事務局  少々お待ち下さい。 

 現状の18.2％は、課長補佐級以上の職員における割合になります。 

吉野委員  働きやすい環境づくりに加えて、チャレンジしやすい風土づくりも 

大事だと思います。 

榎本会長  男女を問わず、地域活動をしているので現状以上の昇進を望まない方

がいる、という説明が以前ありましたね。 

坂庭委員  子育てや介護など家庭生活において、女性の負担がすごく重いのでは

ないかと思いますね。 

吉田委員  市役所全体の基盤・環境が不十分であると思います。勤務時間につい

ては、女性職員は家事を行うため早く帰宅し、男性職員は時間外勤務を

行うことがあると思います。男性職員も家庭のことに関われるよう、  

育児休暇などをもっと取得していくとか、地域活動にもっと関わって 
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いくとか、役所内の空気を変えていくことが必要です。それを受けて、

長い時間がかかるかと思いますが、女性職員が「男性職員が家庭のこと

に関わるのであれば、もっと働こう」と、徐々に変わっていくのでは  

ないでしょうか。男性職員の育児休業の取得率などに目標を定めていけ

ば、何か変わっていくと思います。 

榎本会長  夫婦共同で家事や育児をできたら、女性が働きやすい環境になるかと 

思います。男性側の心がけがまだ低いように思いますね。立派な能力を

持っている女性が働けないことは社会的な損失です。男性の働き方も 

楽になるかと思います。 

吉田委員  男性の中にも、家に帰って家事をやりたいけれども、男は残ってでも

仕事をやらなければという思いがあるのかもしれませんね。 

事務局  大変お待たせいたしました。 

 平成２８年４月１日時点のデータですが、係長相当職177人のうち女性

職員は３５人で、女性職員の占める割合は19.8％です。次に、課長補佐

級相当職９８人のうち女性職員は２４人で、女性職員の占める割合は

24.5％と、課長補佐級の方が少し高くなっています。 

榎本会長  いずれにしても、この審議会では女性管理職の登用率を非常に重要な

問題と考えていると、関係部署にお伝えください。 

 よろしいでしょうか。 

 基本目標Ⅴについて、よろしくお願いします。 

 【基本目標Ⅴについて説明】 

◆基本目標Ⅴ「あらゆる世代の男女が安心していきいきと生活できる 

環境づくり」 

 

◎事業番号51102『保護者の参加しやすい開催日時等の配慮』 

・【目標(学務課)】今年度より、参加率８０％以上。 

◎事業番号51106『子育てを支援する交流の場の整備充実』 

・【目標(学務課)】所管の公立幼稚園での実施回数１０回 

（中央幼稚園・栗橋幼稚園） 

◎事業番号51109『子育て支援ホームヘルパー派遣事業』 

・【事業拡大】今までの家事援助と併せて、育児支援を追加。 

◎事業番号51112『図書館自主事業(ブックスタート事業)』 

・【目標】実施回数 中央図書館１２回、菖蒲図書館６回、 

栗橋図書館１１回、鷲宮図書館１２回 

◎事業番号51115『入浴サービス事業の充実』 

・【目標】実利用人数１０人。（第４期久喜市障がい福祉計画） 

◎事業番号51202『多様な保育サービスの充実』 

・【目標(学務課)】所管の公立幼稚園で、保護者の支援ニーズを調査  

するため、年２回保護者を対象にアンケート調査を実施予定。 

◎事業番号52105『男女共同参画関連図書等の整備及び各種情報の提供』 

・【目標(中央図書館)】人口1人当たりの蔵書数3.07冊。 

◎事業番号52107『自然及び生活環境に配慮したまちづくりの推進』 

事業番号52211『自然及び生活環境に配慮したまちづくりの推進』 

・【目標(下水道施設課)】下水道整備率83.8％。 

◎事業番号52108『公共施設(住環境、道路、講演など)のユニバーサル  

デザイン化の推進』 

・【所管課の追加】平成２８年４月１日の組織編制により新設された、

公園緑地課を追加。 
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◎事業番号52201『防災・防犯に配慮したまちづくりの推進』 

・【目標(生活安全課)】こどもレディース１１０番の家の委嘱者数 

1,065名以上。 

◎事業番号52203『高齢者の総合相談窓口の充実』 

事業番号52212『高齢者福祉、介護保険制度の充実と相談体制の整備』 

・【目標】延べ相談件数を20,000件としました。 

◎事業番号52206『手話通訳派遣事業の充実』 

・【目標】年間派遣件数を450件としています。 

◎事業番号52207『障がい者就労支援事業の充実』 

・【事業拡大】精神障がい者(発達障がい者を含む)の就労支援について、

就労支援センターサテライトを設置し相談の充実を図る。 

 

基本目標Ⅴについては以上です。 

榎本会長  ありがとうございました。ご質問をお受けいたします。 

倉持委員  事業番号51101『父親の子育て参加の促進』についてです。この事業は

この計画において何回も出ている項目です。目標値が設定されている 

他の事業につきましては、ほとんどの場合【目標】と【現状】が記載   

されています。この事業につきましては、【目標】はあるのですが【現状】

が入っていないですね。平成２７年度の実施状況を見ますと、この事業

には【成果】の数値が入っていました。前年度の【成果】が今年度の   

【現状】に反映されるよう揃えてほしいですね。資料を見ていて気に  

なったものですから。 

事務局  かしこまりました。来年度以降修正させていただきます。 

榎本会長  よろしかったでしょうか。 

 それでは、基本目標Ⅵをお願いします。 

事務局 【基本目標Ⅵについて説明】 

◆基本目標Ⅵ「性別による暴力のないまちづくり」 

 

◎事業番号62101『女性相談事業の充実』 

・【目標】利用率８７％。直前のキャンセルを減らすことにより利用率

を２％上げる。（事業番号11105の再掲） 

 

基本目標Ⅵについては以上です。 

 

全体としては、延べ166事業、担当課は延べ224課となります。 

今年度の実施計画につきましては、所管課・関係課はもとより全庁の

職員が男女共同参画の視点をもって業務に臨んでいただくよう通知し、

取り組みを進めていく予定です。 

なお、年度終了後には所管課から実施報告を受けまして、男女共同  

参画審議会において報告させていただきます。 

榎本会長  ありがとうございました。ご質問をお受けいたします。 

 （意見なし） 

榎本会長  よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

 行動計画全体を通して何かありますか。 

 （意見なし） 

  よろしいでしょうか。それでは議題１を終わらせていただきます。 

  議題（２）男女共同参画推進月間行動計画 

榎本会長 次に議題（２）についての説明を、事務局お願いします。 
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事務局 【議題（２）について、資料２により事務局説明】 

◆男女共同参画1日体験学習ツアー 施設見学会 

・６月９日(木)に実施。市バスで移動。 

・見学先は、キユーピー株式会社五霞工場（茨城県五霞町）と関東   

住まいの夢工場（茨城県古河市） 

・３０人の定員に対して応募者６４人。くじにより抽選を行った。  

当日は欠席者がなく、３０名が参加した。 

・移動時間を利用し、男女共同参画の資料を配布し、口頭で啓発を  

行った。 

 

◆第１３回男(ひと)と女(ひと)のつどい 

・６月２５日(土)に中央公民館で開催。来場者は延べ436人。 

・共催は女(ひと)と男(ひと)いきいきネットワーク久喜。 

・各階ではステージ発表、活動展示などが行われた。 

・２階「子ども広場」では、子どもが遊べるコーナーと、親に向けて

の情報提供コーナーを設けた。市からの子育て情報の発信に加え、

市や県の相談事業の案内やＤＶ相談の案内、埼玉県のＤＶ被害母子

支援プログラム「びーらぶ」の紹介などを行った。 

・３階「震災・防災コーナー」では「男女共同参画の視点からみた   

防災対策」、「久喜市ハザードマップ」を展示した。福島県や宮城県

東松島市、避難者支援事業「さいがいつながりカフェ」にご協力い

ただき、資料配布や展示・映像上映を行った。 

・４階「喫茶販売コーナー」では、あゆみの郷、幸手学園、けやきの

木など社会福祉施設やネットワーク加入団体による販売等が行わ  

れた。 

・午後に１階大集会室にて記念講演を開催。参加者８６人。 

演題「東京オリンピックから５２年～男(ひと)と女(ひと)がつなぐ 

日本レスリングの未来～」 

講師 渡辺長武(わたなべ おさむ)氏 

（1964年東京オリンピック レスリング金メダリスト） 

 

◆推進月間中に行った情報提供について 

・各事業の広報活動について、広報くき、市ホームページ、      

Twitter(ツィッター)、Facebook(フェイスブック)、LINE(ライン)、

市政イベント情報メール、庁内広報モニターなどを活用した。 

 

 資料２について、事務局からの説明は以上です。 

榎本会長  ありがとうございました。何か質問はございますか。 

 いずれの事業も大好評で参加者も多く、大変な努力であったかと思い

ます。ありがとうございました 

稲葉委員  男(ひと)と女(ひと)のつどいの来場者は、毎年これくらいの人数です

か。 

事務局  昨年の来場者は418人でしたので、18人増になります。昨年度のつどい

では終日雨が降っておりましたので、その分少し増えたものと思います。 

稲葉委員  例年400人強の参加者ということですね。 

事務局  はい。 

吉野委員  １日体験学習ツアーに参加された方に、アンケートなど反響について

調べていますか。 
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事務局  はい。男(ひと)と女(ひと)のつどいと同じように、アンケートを実施

しております。来年度の事業の参考として、男女共同参画に関して何を

知りたいか、防災や食の安全など何に関心を持っているかについて、  

参加者に伺いました。また、私たちが情報提供している男女共同参画に

ついて、どのくらいご存じかも併せて伺いました。 

吉野委員  費用の関係もあるかと思うのですけれども、応募が６４名に対し定員

が３０名であったということは、半分の方が残念な思いをされたことに

なります。多くの方に興味を持っていただいているのならば、できる  

だけ定員を増やす工夫をしていただければと思います。 

事務局  分かりました。 

中村委員  いつも、こんなに申込者が多いのですか。 

事務局  平成２７年度の１日体験学習ツアーでは、同じく定員３０名のところ、

２４名の応募があり、参加者は２０名(当日４名欠席)でした。また、  

平成２８年２月に、定員３０名のバスツアーとして、With Youさいたま

体験学習ツアーを開催したのですが、応募者１５名、参加者１５名(欠席

なし)でした。このように、ここ数回のバスツアーにおきましては、全て

定員割れの状況が続いておりました。 

吉野委員  今回のツアーでは参加者が多かった。広報活動に成功されたという 

ことですね。 

榎本会長  Twitter(ツィッター)、Facebook(フェイスブック)などを活用されたの

ですね。 

事務局  男女共同参画に限らず、市ではインターネットを活用した情報提供を

積極的に行っております。投票を呼び掛ける啓発活動をTwitter(ツィッ

ター)、Facebook(フェイスブック)、LINE(ライン)で日々発信するなど、

様々な情報発信を行っています。 

吉野委員  市全体で広報活動が活発になっているのですね。 

事務局  はい。 

榎本会長  そうなりますと、参加者には若い方が多かったのですか。 

事務局  今回の１日体験学習ツアーは見学先の都合もあり、平日に開催しまし

た。そのため、６０歳以上の方のお申し込みが多くありましたが、これ

までよりも若い年代の応募が多くありました。 

榎本会長 ありがとうございました。 

本日の議題は全て終了いたしましたので、議長の任を解かせていただ

きます。ご協力ありがとうございました。 

  ４.閉会 

事務局  榎本会長、ありがとうございました。 

皆さま、お疲れ様でした。 

本日、審議頂きました平成２８年度の計画につきましては、これ以降

は各所管課においてこの計画を元に進めて参りたいと思います。 

今後、急ぎご審議いだく案件が発生した場合は、その都度ご通知申し

上げお集まりいただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

閉会にあたりまして、大塚副会長様から閉会のご挨拶をいただく  

ところでございますが、本日は欠席でございます。そのため、以上を  

もちまして、平成２８年度第２回久喜市男女共同参画審議会を終了させ

ていただきます。 

長時間にわたり、ありがとうございました。 

一同  ありがとうございました。 
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 会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。 
   平成２８年８月４日 

 

 


